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誰もが「ただいま」といえる家 児童養護施設退所者ならびに生活困窮にある若者の自立支援の居場所づくり

みんなの家みんかのお便り

NO.4

5 月16 日、解体用の重機が届き解体が始ま
りました。H29 年九州北部豪雨により被災し、
その後、約 5 年間空き家のままとなっていま
した。仮みんかの隣の土地でもあり、家主さ
んに相談し、本みんかの建設地として快く使
用させていただくことになり、これまでは駐
車場やイベントスペースとして使用してきまし
た。そしてようやく建設に向けた準備に取り
掛かることになりました。
放置された家は、一部崩落しており、家財道
具もほとんど残ったままで、この撤去だけで
も相当量ありました。みんかを応援してくだ
さる産廃業者さんやボランティアでお手伝い
に来ていただいた方によって、何とか、梅雨
入り前に建物の解体が終わりました。
古材の一部は、みんかの部材に、薪にと、
活用を考えています。

7/5 にトポスデザイン、倉掛設計事務所と進
めてきた 19 回目の設計会議で本みんかの基
本設計の計画案がまとまりました。
今後、概算見積を調整していよいよ実施設計
に進んでいきます。

みんか建設予定地の旧家、解体作業開始！

みんかの基本設計が終了しました

みんかの新たな取り組み
◯ご相談はこちらへ：みんかでは、随時、若者や支援関係者からの相談に応じております。気分を変えるためのリフレッシュや一時的
に環境を変える、自然の中のみんかでの生活体験など、お気軽にご相談ください。 
   連絡先：090-9705-4406 / info@37minka.com
◯公式 LINEアカウントを開設
みんかでは、若者とのコミュニケーションを取りやすくする取り組みの一つと
して、公式 LINE アカウントを開設しました。気軽に情報提供できたり、問
合せが受けられるようになることを期待しています。

解体前

完成予想パース

解体中



H29 の九州北部豪雨による災害以前、高木地区には、たくさ
んのホタルが飛び交っていました。地域では、ホタル祭りと称
して、住民の皆さんが集まり大カラオケ大会なども行っていまし
た。災害から 5 年、少しずつですが、ホタルも戻りつつあります。
例年、5 月下旬から 6 月中旬にホタル鑑賞が楽しめます。

高木地区は、梨の産地で、「高木梨」のブランド名で全国に出荷
しています。かつては、観光農園なども盛んで、多くのお客さん
がおいしい梨を求めて梨狩りにこられていました。山間地で栽培
する梨は、一日の気温の寒暖差が大きい環境で、平地の梨とは
味わいが異なります。農家さんにお願いすると、お店で買うこと
ができない食べごろの梨を直送してもらうこともできます。（7 月
下旬から12 月上旬まで約 20 品種の梨が楽しめます。）
みんかでも、わずか数本ですが、梨の木を管理し、毎年 10 月頃
収穫しています。
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この度、子供の家 施設長 早川悟司さんにみんなの家みんかアドバイザーとして関わっていただくことになりました。
早川さんは、東京都にある児童養護施設  社会福祉法人 子供の家の施設長として日々、子供たちと向き合い、未来を考え、生活支
援を実践されています。さらに、全国児童養護問題研究会副会長・組織部長、日本社会事業大学非常勤講師等、務められています。
進学支援をはじめとする自立支援の標準化に向けて、活動・研究・執筆を行っておられ、みんかの構想段階から、相談にのっていた
だいていました。みんかで実現しようとしている環境や生活の在り方など、共感いただいている点が多く、大変心強く思っています。

みんなの家みんかアドバイザーのご紹介

高木の梨

高木のホタル 高木の夏

みんかのある朝倉市黒川は、災害からの復旧農地の一部で田植
えが行われています。5 年ぶりの田植えの風景です。稲も少しず
つそだち、美しい緑の葉が揺らぐ様子が見られます。

山の生活でありがたいのは、夜が涼しい事。日中、外は暑いですが、日陰に入れば過
ごしやすくなります。夕方には空気がひんやりしてきます。みんかの生活では、エアコ
ンも使っていません。毎年、扇風機があれば、夏を過ごすことができます。
この感覚になれてしまうと、平地の夜の蒸し暑さが耐えられなくなるほど…。
山ごもり、いいですよ。

管理者：師岡 知弘
住所：838-0072   福岡県朝倉市黒川 1762-2
TEL:090-9705-4406
Email：info@37minka.com
HP: https://37minka.com


